






































































































































































































































































































































































お わ り に
本大学の所在地であるここ北海道旭川市は，人口減
少とともに全国にも類を見ないほどの超少子高齢化が
進んでいる都市である。東北以北第３番目の人口都市
といわれながらも，社会構造変化の影響をダイレクト
に受け，その改善策もなかなか見いだせないでいる。
しかしここ上川郡東川町の人口はどうだろう。旭川の
隣に位置しながらも，道外からの移住者を集め，人が
定着し，子どもや若い人を含めた人口がわずかながら
も増えているではないか。それはなぜだろうか。
東川町は，大雪連峰の山脈を背景に，「平成のおいし
い水百選」に選ばれた天然水とそれを受けて育つ米が
ある。生い茂る樹木と自然が調和した家具と住まいが
ある。人々の最低限の生活が豊かに保証される暮らし
がある。そして，大自然の囲まれたこの地区は，暮ら
しを育み地域を育み，そこで人を育てる基本として
の，子育てと教育が整備されている。人口８,０００人ほ
どの小さな町ではあるが，今の社会が忘れかけている
何か，それは深い人間関係で結ばれている絆，地域性
があるのではないだろうか。教育とは人が育つ環境と
そこでの人との人間関係にある。学校と家庭と地域を
結ぶなかで，我々は教育について何を学べるだろう
か。人が育つ「地域」を念頭においた時，今回のこの
講演が東川町で行われて事には，大変意義深いことで
あったと考えた。
１）東川町教育委員会：フィンランド教育研究大会inひがし
かわ，htp:/hokkaidofinland.com/archives/2481.H28.11.5閲覧
２）ヨハン・アモス・コメニウス：大教授学（稲富栄次郎訳），
玉川大学出版部，p７８，１９５６
３）教育課程部会教育課程企画特別部会：次期学習指導要領
等に向けたこれまでの審議のまとめ,htp:/www.mext.go.jp/
b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/053/siryo/.H28.11.9閲覧
４）杉森みど里，舟島なをみ：看護教育学（第５版），医学書
院，２０１２．
